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これまでの功績をたたえて

問 市長公室 ☎ 055-948-1431

　『伊豆の国市表彰条例』の規定に基づき、自治、経済、
文化、その他市の発展に寄与した人たち、市民の模範
となるべき優れた行いをした人たちを表彰する伊豆の
国市表彰式を、1月 6日にあやめ会館で行いました。
　各分野で活躍した 28人と 3団体が受賞。山下市長
から表彰状と記念品が手渡されました。 表彰を受けた皆さん
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　市職員の給与は、地方公務員法に基づき、『伊豆の国市職員の給与に関する条例』
により定められています。これらに定められていない給料や手当は支給されません。
また、条例の制定・改正・廃止には、市議会の議決が必要です。

職　　員　　数

合計

会計別 給料表別

普通
会計

特別
会計

行政職
給料表
（甲）

行政職
給料表
（乙）

技能
労務職
給料表

令和 2年度 395 人 365 人 30 人 390 人 3人 2人
令和 3年度 391 人 360 人 31 人 386 人 3人 2人

●職員数（各年 4月 1日現在）※再任用短時間勤務職員を除く ●特別職の給与等（令和3年 4月 1日現在）

区　分 月　額
期末手当

6月期 12 月期

給
料

市　長 800,000 円 2.225月分 2.225 月分
副市長 660,000 円 2.225月分 2.225 月分
教育長 600,000 円 2.225月分 2.225 月分

報
酬

議　長 363,000 円 2.025月分 2.025 月分
副議長 324,000 円 2.025月分 2.025 月分
議　員 300,000 円 2.025月分 2.025 月分

●一般職の給与等の状況
〈１〉人件費の状況
（令和 2年度普通会計決算）
歳出額（A） 人件費率

（B/A）272 億 757 万円
人件費（B）

11.8％
32 億 2,379 万円

〈２〉職員給与費の状況（令和 2年度普通会計決算）

職員数
（A）

給与費 1人当たり
給与費（B/A）給　料 職員手当 期末勤勉手当 計（B）

370 人 13 億 999 万円 1億 8,157 万円 5億 794 万円 19億 9,950 万円 540 万 4,054 円

※ 職員手当には退職手当負担金は含みません。
※職員数および給与費には、再任用短時間勤務職員（5人）を含みます。

区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢
一般行政職 316,646 円 372,211 円 43.0 歳
教育職 285,686 円 301,603 円 37.0 歳
技能労務職 281,800 円 282,800 円 58.0 歳

〈３〉職員の平均給料額、平均給与月額、平均年齢の状況
　（令和 3年 4月 1日現在）

※ 平均給与月額とは、給料および職員手当（扶養手当、住居
手当、通勤手当、時間外勤務手当など）の合計です。

区　分 伊豆の国市

一般
行政職

大学卒 182,200 円
短大卒 163,100 円
高校卒 150,600 円

〈４〉初任給の状況（国と同基準）
　（令和 3年 4月 1日現在）

問 総務課 ☎ 055-948-1411

市職員の給与を公表

区　分 期末手当 勤勉手当 計
6 月期 1.275 月分 0.95 月分 2.225 月分
12 月期 1.275 月分 0.95 月分 2.225 月分
計 2.55 月分 1.9 月分 4.45 月分

期末・勤勉手当の状況（国と同基準）

●職員の諸手当（令和3年4月 1日現在）

区分 平均取得日数 消化率
市長部局等 11.0 日 28.4％
教育委員会 7.3 日 19.9％

〈２〉年次有給休暇の取得状況（令和 2年）

〈１〉勤務時間の状況（令和 3年 4月 1日現在）
勤務時間 開始時間 終了時間 休憩時間
7 時間 45 分 8時 30 分 17 時 15 分 12 時～ 13 時

※毎週木曜日の窓口業務は 19 時までの勤務

●勤務の状況


